
 ディスプレイ用シリコーンOCRの紹介



シリコーンが選ばれる理由

  Silicone       Oxygen      Carbon      Hydrogen   Methyl or phenyl group

•	耐熱性	
– 少ない機械物性変化	
– 広温度範囲での弾性率維持	
– 高温での低重量減少	
– 低黄変性

•	耐光性	
– 低い機械物性変化	
– 低い黄変性
•	特性のコントロールが容易	

– 貼合プロセスに応じた粘度および硬化性の調整 	
– 用途に応じて硬さや伸びの調整が可能
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シリコーンOCRの信頼性(1) – 85°C/85%RH 
シリコーンOCRは市販の有機系OCRと比べて、高温恒湿での透過率変化が少ないです
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シリコーンOCRの信頼性(2) – UV照射試験
シリコーンOCRは市販の有機系OCRと比べて、UV光への耐性に優れます 

光源： 水銀灯	
強度： 12 mW/cm2@365 nm	
試料温度： 35℃
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初期 試験後

シリコーンOCRの信頼性(3) – QSUNテスト(DIN 75220)
シリコーンOCRはUV光を用いた加速試験でも、光学特性を維持します

•	使用ガラス 
   : MATSUNAMI Micro Slide Glass 76x52x1.3T
•	サンプル厚み : 0.6mm
•	測定装置 : Konica Minolta CM-3600A

QSUNテスト VE-6001 UV_T

項目 単位 リファレンス 初期 試験後

透過率 @ 450 nm % Air 90.1 89.1

透過率 @ 550nm % Air 91.0 90.2

透過率 @ 700 nm % Air 87.9 87.3

L* - Air 96.23 96.0

a* - Air -0.78 -0.77

b* - Air 0.43 0.57

QSUN Test Standard: DIN-75220 Z-IN2 Chapter: 7.2.1
Duration: 15 days dry
Cycle: 15x cycles

8 h: Temp = 65 ± 3 ℃, Humidity < 30%, Intensity = 830 ± 80 W/m²
3.5 h: Temp = 10 ± 3 ℃, Humidity  > 55%, Intensity = 0 W/m²
8 h: Temp = 65 ± 3 ℃, Humidity  < 30%, Intensity = 830 ± 80 W/m²
3.5 h: Temp = 10 ± 3 ℃, Humidity > 55%, Intensity = 0 W/m²
1 h: Temp = 23 ± 2 ℃

Duration: 10 days wet
Cycle: 10x cycles

5 h: Temp = 10 ± 3 ℃, Intensity = 0 W/m²
12 h: Temp = 65 ± 3 ℃, Humidity > 50%, Intensity = 830 ± 80 W/m²
6 h: Temp= 10 ± 3 ℃, Intensity = 0 W/m²
1 h: Temp = 23 ± 2 ℃

5



低い体積収縮率
シリコーンOCRは硬化前後での体積収縮率が1%以下であり、
市販の有機系OCRと比べて収縮率が低くなります 

製品
密度 (g/cm3) 硬化前後での

体積収縮率液体
（硬化前）

固体
（硬化後）

DOWSIL™ VE-6001 UV_T 1.118 1.125 0.62%

 一般的なアクリルOCR 0.907 0.951 4.6%

シリコーンOCRは硬化前後の硬化収縮が原因となる‘ムラ’や端部での剥離が発生しやすい比較的大きなディスプレイにも使うこと
ができると考えられます
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硬化タイプ 屈折率 ~1.4 
（標準屈折率）

屈折率が1.5以上
（高屈折率）

加熱硬化 （40～60℃）
DOWSIL™ EG-1200（ディスペンス）

DOWSIL™ VE-5002 H（ディスペンス）
DOWSIL™ VE-1204 H（ディスペンス）
DOWSIL™ VE-1102 H（ディスペンス）

DOWSIL™ VE-1303 H

UV硬化 DOWSIL™ VE-6001 UV_T（ディスペンス）

UV遅延硬化 DOWSIL™ VE-3004 UH （ディスペンス）
DOWSIL™ VE-3015 UH （コーティング）

DOWSIL™ VE-3504 UH（ディスペンス）
DOWSIL™ VE-3515 UH（コーティング）

室温硬化 DOWSIL™ VE-1204（ディスペンス）
DOWSIL™ VE-1204QC（ディスペンス）

製品一覧
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DOWSIL™ VE-1204 シリーズ 
特徴
•	2液タイプ（A/B混合比=1/1）
•	屈折率： 1.41
•	高い信頼性
    – 優れた接着性
    – 低硬度・高伸長による耐クラック性
    – 安定した光学特性

特性値 単位 Quick 
cure

1204
(RT 

cure)

1204H
(Heat 
cure)

粘度
Part-A mPa･s 4,000
Part-B mPa･s 4,000

混合後粘度 mPa･s 4,000

混合比 A:B 1:1
ポットライフ 	
(25°Cでの倍粘度時間) 分 3 9 ~60

ゲル化時間 @ 25°C(G’/G”=1) 分 30 80 -

ゲル化時間 @ 40°C(G’/G”=1) min - - 33

ゲル化時間 @ 60°C(G’/G”=1) min - - 6

硬化後収縮率 % <1%

針入度 - 40

ラップシェア強度 (ガラス/ガラス) mPa 0.6

ラップシェア試験時の破断時伸び % 2400

VE-1204シリーズの代表特性値
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VE-1204のラップシェア試験時のs-sカーブ
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<QUV試験条件>
1サイクル（12時間）の試験条件	
1. 1.55 W/m2 at 70℃ で8時間照射	
2. 照射なし、50℃ 90%RH以上で4時間

VE-1204の信頼性試験後の特性値変化 

ラップシェア接着試験 光学特性(200μm厚)

針入度 接着強度
(MPa)

伸び
(%)

弾性率
(MPa) b* L*(%) Haze

初期 35 0.43 1870 0.018 0.05 100 0.99

85℃/1000 h 28 1.22 2090 0.025 0.18 100 0.03

-40℃/1000 h 34 0.95 2080 0.022 0.04 100 0.04

60℃/90%RH 32 1.10 2000 0.020 0.20 100 0.99

QUV 150 h 29 1.04 2040 0.022 0.16 100 0.03

TCT 500 cyc* 33 1.04 2040 0.022 0.10 100 0.04

<サーマルサイクル試験条件>	
-40°C/30分 ⇔ 85°C/30分 
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特性値 単位 VE-1102 H

粘度 Part-A mPa･s 2,100
Part-B mPa･s 2,100

混合後粘度 mPa･s 2,100
混合比 A:B 1:1
針入度 - 45
硬化時収縮率 % <1
ポットライフ(倍粘度時間@25°C) min 11
Gel time @ 50°C (G’/G”=1) min 5

DOWSIL™ VE-1102 H 
特徴
•	VE-1204シリーズの特性に加えて
•	広い温度領域（-100℃～150℃）で弾性率の変化が少ない

VE-1102 Hの代表特性値
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VE-1102Hの-55°Cでの耐久性

VE-1102 Hは広い温度領域（-100℃～150℃）	
で弾性率の変化が少ない 

一般的なシリコーンOCRでは-55°Cの保管条件でクラックが発生 

DOWSIL™ VE-1102 は以下の信頼性試験をパス
•	-55°C×1000h
•	-55°C/+85°Cのサーマルサイクル1000サイクル
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DOWSIL™ VE-3004 UH
特徴
•	UVで活性化後、室温/加熱硬化
•	室温での長期作業安定性
•	UV照射・貼り合わせ後約10分で安定化※

•	高い信頼性
    – 優れた接着性
     – 安定した光学特性
※ UV照射条件2： 4J/cm2 at 25°C の時の貼り合わせからゲル化までの時間

単位 VE-3004 UH

粘度 mPa･s 4,000

ポットライフ(25°Cでの倍粘度時間) 日 >60

非流動化時間1

  （UV照射条件2： 4J/cm2 @ 25°C） 分 4.5

ゲル化時間3

 （UV照射条件2： 4J/cm2 @ 25°C） 分 11

針入度 40

VE-3004 UHの代表特性値

1 複素粘度50,000 mPa･s 到達までの時間
2 UV光源: 超高圧水銀ランプ, 365 nm 照度100 ｍW/cm2  
  40秒照射　
3 UV照射開始から損失正接1以下になるまでの時間。  
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VE-3004UHの信頼性試験後の接着性

試験条件
•	樹脂厚みは200 μm
•	85C/85% RH 1000 hのHazeは室温放置1週間後に測定
•	サーマルサイクル試験条件：-40℃/30分 ⇔ 85℃/30分
•	QUV試験条件：1サイクル（1.55 W/m2 ＠70℃ で8時間照射、
照射なし、50℃ 90% RH以上で4時間）
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VE-3004UHの信頼性試験後の光学特性

T% YI ASTM E313-96 Haze 
(D1003-97)(C)

Initial >99 -0.38 -0.21
105°C 1000 h >99 0.30 -0.16
TC 1000 cyc >99 0.22 -0.03

85C/85% RH 1000 h >99 0.07 -0.19

QUV 1000 h >99 0.01 -0.13

試験条件
•	樹脂厚みは500 μm
•	透過率は550 nmでの値
•	85C/85% RH 1000 hのHazeは室温放置1週間後に測定
•	サーマルサイクル試験条件：-40℃/30分 ⇔ 85℃/30分
•	QUV試験条件：1サイクル（1.55W/m2 ＠70℃ で8時間照射、	
照射なし、50℃ 90% RH以上で4時間）
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DOWSIL™ VE-3015 UH
特徴
•	UVで活性化後、室温/加熱硬化
•	VE-3004UH の高粘度品
•	より短時間での基材安定化を実現

単位 VE-3015 UH

粘度 mPa･s 13,000

非流動化時間1

 （UV照射条件2: 4J/cm2 at 25°C 分 1.6

粘度10万mPa･s 到達までの時間
 （UV照射条件2： 4J/cm2 at 25°C） 分 2.9

ゲル化時間3

 （UV照射条件2: 4J/cm2 at 25°C） 分 11

針入度 33

VE-3015 UHの代表特性値

1 複素粘度50,000 mPa･s 到達までの時間
2 UV光源: 超高圧水銀ランプ, 365 nm 照度100 ｍW/cm2  

40秒照射
3 UV照射開始から損失正接1以下になるまでの時間。  
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特性値 単位 VE-1303 H

粘度
Part-A mPa･s 2,800

Part-B mPa･s 2,800

混合後粘度 mPa･s 2,800

混合比 A:B 1:1

ポットライフ (倍粘度時
間@25℃) 分 3

ゲル化時間 @ 25℃ 分 80

ゲル化時間 @ 40℃ 分 30

硬化後収縮率 % < 1 %

針入度 - 45

せん断接着力 (ガラス/ガラス) mPa 0.2

せん断接着試験破断時伸び % 1300

DOWSIL™ VE-1303 H
特徴 
•	2液低温/室温硬化型
•	屈折率：1.53-1.54

VE-1303 Hの代表特性値

17



VE-1303Hのラップシェア試験時のS-Sカーブ
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VE-1303Hの信頼性試験後の特性値

試験条件
•	透過率は550 nmでの値、樹脂厚み200 μm
•	Hazeは80℃で48時間乾燥後に測定
•	ラップシェア試験条件：ガラス/OCR/ガラス、サンプルサイズ: 	

25 x 10 x 0.2 mm3.  Strain rate: 100% sec-1 (12 mm/min)

初期 105°C
（1000時間後）

サーマルサイクル  
（1000サイクル）

85℃/85% 
RH（1000時間後）

QUV
（1000時間後）

透過率(%) 99.9 99.5 99.7 99.6 99.7

L* 100.0 99.8 99.9 99.8 99.9

a* 0 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

b* 0 0.6 0.2 0.2 0.2

Haze <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Adhesion: Lap-shear max 
stress (MPa) 0.19 0.29 0.24 0.19 0.23

Adhesion: Lap-shear  
elongation (%) 1,500 1,350 1,400 1,450 1,300

•	サーマルサイクル試験条件：-40°C /30分 ⇔ 85°C/30分
•	QUV試験条件：1サイクル（1.55 W/m2 ＠70℃ で8時間照射、
照射なし、50℃ 90%RH以上で4時間）
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DOWSIL™ VE-35xx UH 
特徴
•	2液型
•	UVで活性化後、室温/加熱硬化
•	屈折率：1.53-1.54

単位 VE-3504 
UH

VE-6001 
UV_T

粘度 mPa･s 4,000 14,000

ポットライフ (UV無し） 時間 >24h >24h

非流動化時間1

 （UV照射条件2： 2J/cm2 at 25°C 分 50 26

ゲル化時間3

 （UV照射条件2： 2J/cm2 at 25°C） 分 98 48

ゲル化時間3

 （UV照射条件2： 2J/cm2 at 60°C） 分 6 5

針入度 50 47

VE-35xx UHの代表特性値

1 複素粘度50,000mPa･s 到達までの時間
2 UV光源: 365nm LEDランプ　　
3 UV照射開始からG’が1000Paに到達するまでの時間。  
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DOWSIL™ VE-6001 UV_T 
特徴
•	1液
•	屈折率：1.54
•	365 nm, 395 nmの波長に加え、可視光側波長(405 nm)	
単独でも硬化可能

単位 VE-6001 
UV_T

粘度 mPa･s 3,700

硬化のためのUV照射条件 mJ/cm2 > 4,000

屈折率 - 1.54

Shore 00硬度 - 55

針入度 < 10

VE-6001 UV_Tの代表特性値 
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試験条件
•	透過率は550 nmでの値
•	Hazeは80℃で48時間乾燥後に測定
•	サーマルサイクル試験条件：-40℃/30分 ⇔ 85℃/30分
•	QUV試験条件：1サイクル（1.55 W/m2 ＠70℃ で8時間照射、
照射なし、50℃ 90% RH以上で4時間）

初期 TCT
1000サイクル後

85℃/85%
1000時間後

105℃
1000時間

-40℃
1000時間後

QUV
1000時間後

Transmittance
(at 550 nm) 90.7% 90.6% 90.0% 90.9% 90.7% 90.6%

L* 96.2 96.1 95.5 96.3 96.2 96.2

a* -0.7 -0.7 -0.77 -0.78 -0.69 -0.72

b* 0.33 0.35 0.55 0.4 0.33 0.47

YI
(D1925) 0.38 0.4 0.64 0.47 0.40 0.55

Haze
(D1003-97)(A) 0.11 0.13 0.43 0.32 0.12 0.21

VE-6001 UV_Tの信頼性試験後の光学特性
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